












Creative Commons : 表示 - 非営利 - 改変禁止
http://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/3.0/deed.ja
鳥取看護大学・鳥取短期大学研究紀要　第74号　抜刷




Takako MURAGUCHI，Hiromi HIRANO，Sachiko IZUISHI，
Junko NAGAMI，Haruko ONO：
The Study of Eﬀ ective Clinical Teaching Behaviors of Bedside Training







































Takako Muraguchi，Hiromi Hirano，Sachiko Izuishi， 
Junko Nagami，Haruko Ono：
The Study of Effective Clinical Teaching Behaviors of Bedside Training
Instructors in The Adult Nursing Clinical Practicum 






















































　研究協力の同意が得られた 13 施設の看護師 406
名を対象とした．
（４）　調査期間







































































　看護師の平均年齢は 39.9 ± 9.94 歳，看護師経験
年数 17.3 ± 10.04 年，実習指導者経験年数 5.90 ±
5.96 年であった．病床区分では，99 床以下 34 人
（17.2％），100～199 床 35 人（17.7％），200～299
床 38 人（19.2 ％） で あ っ た．300 ～ 399 床 51 人








　病棟に受け入れている学校数は，1 校が 97 人
（52.1％），2 校が 58 人（31.2％），3 校以上が 31 人
（16.7％）であった．教育課程は 1 課程が 105 人
（57.4％），2 課程が 59 人（32.2％），3 課程が 16 人
（8.7％），4 課程以上が 3 人（1.6％）であった．
４）実習指導体制
　実習指導体制は，専任のみが 6 人（3.4％），専任




の理解』3.88 ± 0.71 点，『要素外の項目』3.74 ± 0.77
村口孝子・平野裕美・出石幸子・永見純子・小野晴子
4
点，『実践的指導』3.75 ± 0.74 点，『理論的指導』3.59
± 0.75 点，『学習意欲への刺激』3.57 ± 0.71 点で
あった． 
　43 項目の平均得点は，3.70 ± 0.73 点であった．
項目を得点の高い順に見ると，最も高かったものは，
「学生がうまくやれた時には，そのことを伝えてい
る」4.25 ± 0.7 点，次に「ケアの実施時には，学生
に基本的な原則を確認している」4.18 ± 0.67 点，「学
生が緊張している時には，リラックスさせるように
している」4.11 ± 0.68 点，「学生に対し思いやりの












働きかけている」3.27 ± 0.72 点であった．
（４）実習指導者講習会受講の有無とECTB得点と
の関連（表 3）








年齢 （歳） 39.9 9.94
看護師経験年数 （年） 17.3 10.04
実習指導者経験年数 （年） 5.9 5.96
人数 ％
病床区分（n=198）
99 床以下 34 （17.2）
100～199 床 35 （17.7）
200～299 床 38 （19.2）
300～399 床 51 （25.8）












1 課程 105 （57.4）
2 課程 59 （32.2）
3 課程 16 （8.7）













　項目別では，43 項目中 37 項目で「3 校以上」の










るように働きかけている（3.54）」が ｢1 校｣ の群，



















「3 課程（平均得点 28.27）」の群が「1 課程（24.92）」
の群，「2 課程（24.84）」の群ともに，有意に高かっ
た（P ＜ 0.05）.　また，『要素外の項目』要素では，
「3 課程（平均得点 20.25）」の群が「1 課程（18.21）」
の群より有意に高かった（P ＜ 0.05）．
　項目別では，「1 課程」の群では 43 項目中 1 項目，
「3 課程」の群では 43 項目中 15 項目，「4 課程以上」
の群では 27 項目が，4 群間で平均得点が高かった．
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9 ）藤岡完治『学生とともに創る臨床実習指導ワー
















表 2　臨地実習指導者の ECTB 平均得点
平均値 標準偏差
実践的指導 3.75 0.74 
 2．ケアの実施時には，学生に基本的な原則を確認している 4.18 0.67 
12．専門的な知識を学生に伝えるようにしている 4.03 0.71 




25．記録物についてのアドバイスは，タイミングをつかんで行えている 3.18 0.94 
31．必要と考えるときには，看護援助行動のお手本を学生に示している 3.80 0.66 
理論的指導 3.59 0.75 
 5．学生に対し客観的な判断をしている 3.84 0.65 
 6．看護専門職としての責任を学生が理解するように働きかけている 3.73 0.73 
 7．学生の不足なところや欠点を，学生が適切に改善できるように働きかけている 3.71 0.66 
 8．学生が学ぶことの必要性や学習目標を認識できるように支援している 3.80 0.66 
19．より良い看護援助をするために，学生に文献を活用するように言っている 3.23 0.88 
20．学生に事柄を評価しながら考えてみるように言っている 3.48 0.81 
24．記録物の内容について適切なアドバイスをしている 3.31 0.87 
学習意欲への刺激 3.57 0.71 
 8．カンファレンスや計画の発表に対し建設的な姿勢で指導している 3.70 0.76 
15．学生が“看護は興味深い”と思えるような姿勢で仕事している 3.56 0.72 
18．学生が実施してよい範囲・事柄を，実習の過程に応じて明確に示している 3.62 0.76 
23．学生がより高いレベルに到達できるような対応をしている 3.39 0.66 
27．学生が新しい体験ができるような機会を作っている 3.76 0.68 
30．実習グループの中で，学生が互いに刺激しあって向上できるように働きかけている 3.18 0.88 
33．学生が新しい状況や，今までと異なった状況に遭遇した時は方向づけている 3.48 0.70 
35．学生自身が自己評価をできやすくするように働きかけている 3.27 0.72 
37．学生が何か選択に迷っている時，選択できるように援助している 3.70 0.62 




42．学生の受持ち患者様と，その患者様へのケアに関心を示している 3.93 0.68 
43．学生が学習目標を達成するために，適切な経験ができるように援助している 3.85 0.62 
学生への理解 3.88 0.71 
 4．学生に対し（裏表なく）率直である 4.01 0.69 
 9．学生に対し思いやりのある姿勢でかかわっている 4.08 0.62 
10．学生がうまくやれた時には，そのことを伝えている 4.25 0.70 
11．学生が緊張している時には，リラックスさせるようにしている 4.11 0.68 
13．学生同士で自由な討論ができるようにしている 3.51 0.84 
17．学生が気軽に質問できるような雰囲気を作っている 3.76 0.78 
22．学生に対する要求は，学生のレベルで無理のない要求である 3.88 0.64 
26．学生一人一人と良い人間関係をとるようにしている 3.80 0.73 
28．物事に対して柔軟に対応している 3.84 0.66 
34．学生の言うことを受け止めている 3.94 0.68 
39．指導の方法は統一している 3.55 0.78 
40．学生に対し忍耐強い態度で接している 3.78 0.75 
要素外の項目 3.74 0.77 
 1．学生に実習する上での情報を提供している 3.91 0.70 
 3．グループカンファレンスや計画発表に適切な助言をしている 3.65 0.81 
29．実習の展開過程において，適切なアドバイスをしている 3.63 0.76 
32．患者と良い人間関係をとっている 4.03 0.58 









実践的指導 23.33 21.99 0.00 
 2．ケアの実施時には，学生に基本的な原則を確認している 4.22 4.15
12．専門的な知識を学生に伝えるようにしている 4.20 3.94 0.02 
16．学生に対して看護者としてよいモデルになっている 3.81 3.42 0.00 
21． 理論的内容や既習の知識・技術などの実施に臨床の場で適用してみるように
働きかけている
3.94 3.62 0.01 
25．記録物についてのアドバイスは，タイミングをつかんで行えている 3.16 3.19
31．必要と考えるときには，看護援助行動のお手本を学生に示している 4.00 3.68 0.00 
理論的指導 26.34 24.33 0.00 
 5．学生に対し客観的な判断をしている 3.95 3.77
 6．看護専門職としての責任を学生が理解するように働きかけている 3.89 3.63 0.02 
 7．学生の不足なところや欠点を，学生が適切に改善できるように働きかけている 3.86 3.63 0.01 
14．学生が学ぶことの必要性や学習目標を認識できるように支援している 3.94 3.72 0.04 
19．より良い看護援助をするために，学生に文献を活用するように言っている 3.45 3.07 0.00 
20．学生に事柄を評価しながら考えてみるように言っている 3.67 3.37 0.01 
24．記録物の内容について適切なアドバイスをしている 3.58 3.14 0.00 
学習意欲への刺激 48.68 45.14 0.00 
 8．カンファレンスや計画の発表に対し建設的な姿勢で指導している 3.92 3.56 0.00 
15．学生が“看護は興味深い”と思えるような姿勢で仕事している 3.71 3.47 0.05 
18．学生が実施してよい範囲・事柄を，実習の過程に応じて明確に示している 3.84 3.49 0.00 
23．学生がより高いレベルに到達できるような対応をしている 3.48 3.33
27．学生が新しい体験ができるような機会を作っている 3.98 3.62 0.00 
30． 実習グループの中で，学生が互いに刺激しあって向上できるように働きかけ
ている
3.39 3.05 0.01 
33．学生が新しい状況や，今までと異なった状況に遭遇した時は方向づけている 3.72 3.34 0.00 
35．学生自身が自己評価をできやすくするように働きかけている 3.39 3.19




3.72 3.41 0.00 
42．学生の受持ち患者様と，その患者様へのケアに関心を示している 4.13 3.83 0.01 
43．学生が学習目標を達成するために，適切な経験ができるように援助している 3.98 3.77 0.01 
学生への理解 47.81 45.81 0.03 
 4．学生に対し（裏表なく）率直である 4.09 3.97
 9．学生に対し思いやりのある姿勢でかかわっている 4.16 4.03
10．学生がうまくやれた時には，そのことを伝えている 4.40 4.15 0.03 
11．学生が緊張している時には，リラックスさせるようにしている 4.27 4.00 0.01 
13．学生同士で自由な討論ができるようにしている 3.62 3.47
17．学生が気軽に質問できるような雰囲気を作っている 3.93 3.66 0.04 







 1．学生に実習する上での情報を提供している 3.96 3.89
 3．グループカンファレンスや計画発表に適切な助言をしている 3.76 3.58
29．実習の展開過程において，適切なアドバイスをしている 3.76 3.55
32．患者と良い人間関係をとっている 4.13 3.98
36．担当教員と良い人間関係を保っている 3.70 3.33 0.01 
成人看護学実習における臨地実習指導者の指導行動の評価に関する研究
11








実践的指導 22.71 22.04 22.78
 2．ケアの実施時には，学生に基本的な原則を確認している 4.25 4.17 4.03
12．専門的な知識を学生に伝えるようにしている 4.11 3.92 4.11




25．記録物についてのアドバイスは，タイミングをつかんで行えている 3.29 3.06 3.08
31．必要と考えるときには，看護援助行動のお手本を学生に示している 3.75 3.75 3.97
理論的指導 25.01 24.85 26.11
 5．学生に対し客観的な判断をしている 3.79 3.90 3.97
 6．看護専門職としての責任を学生が理解するように働きかけている 3.77 3.63 3.87
 7．学生の不足なところや欠点を，学生が適切に改善できるように働きかけている 3.65 3.77 3.87
14．学生が学ぶことの必要性や学習目標を認識できるように支援している 3.73 3.83 4.00 0.021 
19．より良い看護援助をするために，学生に文献を活用するように言っている 3.28 3.04 3.37
20．学生に事柄を評価しながら考えてみるように言っている 3.45 3.50 3.63
24．記録物の内容について適切なアドバイスをしている 3.37 3.19 3.41
学習意欲への刺激 45.86 46.21 48.43
 8．カンファレンスや計画の発表に対し建設的な姿勢で指導している
3.63 3.70 3.95 0.050 
15．学生が“看護は興味深い”と思えるような姿勢で仕事している 3.56 3.50 3.71
18．学生が実施してよい範囲・事柄を，実習の過程に応じて明確に示している 3.59 3.60 3.74
23．学生がより高いレベルに到達できるような対応をしている
3.34 3.25 3.66 0.016 
27．学生が新しい体験ができるような機会を作っている




33．学生が新しい状況や，今までと異なった状況に遭遇した時は方向づけている 3.45 3.40 3.68
35．学生自身が自己評価をできやすくするように働きかけている 3.23 3.27 3.39
37．学生が何か選択に迷っている時，選択できるように援助している 3.64 3.77 3.82




42．学生の受持ち患者様と，その患者様へのケアに関心を示している 3.90 4.00 3.97
43．学生が学習目標を達成するために，適切な経験ができるように援助している 3.81 3.88 3.97
学生への理解 45.94 46.33 48.45
 4．学生に対し（裏表なく）率直である 3.96 4.06 4.11
 9．学生に対し思いやりのある姿勢でかかわっている 4.05 4.06 4.24
10．学生がうまくやれた時には，そのことを伝えている 4.18 4.39 4.29
11．学生が緊張している時には，リラックスさせるようにしている 4.04 4.12 4.32
13．学生同士で自由な討論ができるようにしている 3.40 3.57 3.74
17．学生が気軽に質問できるような雰囲気を作っている 3.70 3.69 3.97
22．学生に対する要求は，学生のレベルで無理のない要求である 3.81 3.90 4.05
26．学生一人一人と良い人間関係をとるようにしている 3.79 3.78 3.95
28．物事に対して柔軟に対応している 3.82 3.76 4.05
34．学生の言うことを受け止めている 3.93 3.86 4.13
39．指導の方法は統一している 3.57 3.43 3.71
40．学生に対し忍耐強い態度で接している 3.78 3.71 3.89
要素外の項目
18.28 18.45 19.92 0.018 
 1．学生に実習する上での情報を提供している 3.89 3.90 4.03
 3．グループカンファレンスや計画発表に適切な助言をしている
3.54 3.65 3.97 0.012 
29．実習の展開過程において，適切なアドバイスをしている 3.55 3.65 3.82
32．患者と良い人間関係をとっている 4.08 3.92 4.11
36．担当教員と良い人間関係を保っている























実践的指導 22.59 22.11 23.73 23.67
 2．ケアの実施時には，学生に基本的な原則を確認している 4.19 4.13 4.19 4.33
12．専門的な知識を学生に伝えるようにしている 4.02 4.05 4.25 4.33
16．学生に対して看護者としてよいモデルになっている 3.56 3.53 3.81 3.67
21．理論的内容や既習の知識・技術などの実施に臨床の場で適用してみるように働きかけている 3.71 3.69 4.06 4.67
25．記録物についてのアドバイスは，タイミングをつかんで行えている
3.38 2.87 3.07 2.67 0.007 
31．必要と考えるときには，看護援助行動のお手本を学生に示している 3.73 3.84 4.13 4.00
理論的指導
24.92 24.84 28.27 27.33 0.019 
 5．学生に対し客観的な判断をしている 3.80 3.91 4.13 4.00
 6．看護専門職としての責任を学生が理解するように働きかけている 3.72 3.71 4.06 4.33
 7．学生の不足なところや欠点を，学生が適切に改善できるように働きかけている 3.66 3.78 4.06 3.67
14．学生が学ぶことの必要性や学習目標を認識できるように支援している
3.73 3.84 4.25 4.33 0.015 
19．より良い看護援助をするために，学生に文献を活用するように言っている
3.26 3.00 3.75 3.67 0.021 
20．学生に事柄を評価しながら考えてみるように言っている
3.44 3.44 4.06 4.00 0.024 
24．記録物の内容について適切なアドバイスをしている 3.33 3.16 3.87 3.33
学習意欲への刺激 45.79 46.59 50.13 52.67
 8．カンファレンスや計画の発表に対し建設的な姿勢で指導している
3.57 3.81 4.20 4.67 0.001 
15．学生が“看護は興味深い”と思えるような姿勢で仕事している 3.52 3.61 3.81 4.00
18．学生が実施してよい範囲・事柄を，実習の過程に応じて明確に示している
3.58 3.56 4.06 4.33 0.036 
23．学生がより高いレベルに到達できるような対応をしている 3.34 3.35 3.81 3.33
27．学生が新しい体験ができるような機会を作っている
3.67 3.86 4.13 4.67 0.004 
30．実習グループの中で，学生が互いに刺激しあって向上できるように働きかけている 3.20 2.96 3.63 3.67
33．学生が新しい状況や，今までと異なった状況に遭遇した時は方向づけている
3.40 3.47 3.88 4.33 0.010 
35．学生自身が自己評価をできやすくするように働きかけている 3.25 3.22 3.50 4.00
37．学生が何か選択に迷っている時，選択できるように援助している 3.64 3.76 3.94 4.33
38．学生に良い刺激となるような話題を投げかけている 3.47 3.53 3.63 3.67
41．学生がうまくいかなかった時，そのことを学生自身が認めることができるように働きかけている 3.49 3.55 3.69 3.33
42．学生の受持ち患者様と，その患者様へのケアに関心を示している 3.88 4.02 4.13 4.00
43．学生が学習目標を達成するために，適切な経験ができるように援助している 3.83 3.91 3.88 4.33
学生への理解 45.95 46.95 49.38 51.00
 4．学生に対し（裏表なく）率直である 3.96 4.05 4.38 4.00
 9．学生に対し思いやりのある姿勢でかかわっている 4.03 4.12 4.38 4.33
10．学生がうまくやれた時には，そのことを伝えている 4.17 4.37 4.44 4.67
11．学生が緊張している時には，リラックスさせるようにしている 4.05 4.16 4.50 4.33
13．学生同士で自由な討論ができるようにしている 3.41 3.61 3.75 4.33
17．学生が気軽に質問できるような雰囲気を作っている 3.70 3.79 4.00 4.33
22．学生に対する要求は，学生のレベルで無理のない要求である 3.80 4.00 4.06 4.00
26．学生一人一人と良い人間関係をとるようにしている 3.78 3.86 3.94 4.00
28．物事に対して柔軟に対応している 3.80 3.84 4.13 4.33
34．学生の言うことを受け止めている 3.91 3.96 4.13 4.67
39．指導の方法は統一している 3.54 3.54 3.75 3.33
40．学生に対し忍耐強い態度で接している 3.77 3.75 3.94 4.67
要素外の項目
18.21 18.96 20.25 22.00 0.024 
 1．学生に実習する上での情報を提供している 3.88 3.93 4.13 4.67
 3．グループカンファレンスや計画発表に適切な助言をしている
3.55 3.70 4.13 4.67 0.009 
29．実習の展開過程において，適切なアドバイスをしている 3.57 3.66 3.94 4.00
32．患者と良い人間関係をとっている 4.02 4.02 4.25 4.33
36．担当教員と良い人間関係を保っている









































実践的指導 22.67 21.86 23.00
 2．ケアの実施時には，学生に基本的な原則を確認している 4.50 4.11 4.22
12．専門的な知識を学生に伝えるようにしている 4.00 3.86 4.20 0.019 
16．学生に対して看護者としてよいモデルになっている 3.50 3.40 3.70 0.039 
21． 理論的内容や既習の知識・技術などの実施に臨床の場で適用して
みるように働きかけている 3.50 3.64 3.85
25．記録物についてのアドバイスは，タイミングをつかんで行えている 3.33 3.18 3.13
31．必要と考えるときには，看護援助行動のお手本を学生に示している 3.83 3.64 3.91 0.026 
理論的指導 25.00 24.53 25.71 0.141 
 5．学生に対し客観的な判断をしている 3.83 3.73 3.98
 6．看護専門職としての責任を学生が理解するように働きかけている 3.67 3.62 3.87
 7． 学生の不足なところや欠点を，学生が適切に改善できるように働
きかけている 3.50 3.63 3.83
14．学生が学ぶことの必要性や学習目標を認識できるように支援している 3.67 3.77 3.86
19． より良い看護援助をするために，学生に文献を活用するように言っ
ている 3.83 3.15 3.22
20．学生に事柄を評価しながら考えてみるように言っている 3.33 3.42 3.57
24．記録物の内容について適切なアドバイスをしている 3.17 3.24 3.39
学習意欲への刺激 44.00 45.61 47.43
 8．カンファレンスや計画の発表に対し建設的な姿勢で指導している
3.17 3.56 3.89 0.005 
15．学生が“看護は興味深い”と思えるような姿勢で仕事している 3.50 3.53 3.65
18． 学生が実施してよい範囲・事柄を，実習の過程に応じて明確に示
している 3.50 3.49 3.78 0.033 
23．学生がより高いレベルに到達できるような対応をしている 3.17 3.36 3.43
27．学生が新しい体験ができるような機会を作っている 3.67 3.73 3.82
30． 実習グループの中で，学生が互いに刺激しあって向上できるよう
に働きかけている 2.67 3.18 3.21
33． 学生が新しい状況や，今までと異なった状況に遭遇した時は方向
づけている 3.50 3.40 3.58
35．学生自身が自己評価をできやすくするように働きかけている 3.17 3.23 3.29
37．学生が何か選択に迷っている時，選択できるように援助している 3.50 3.64 3.78
38．学生に良い刺激となるような話題を投げかけている 3.50 3.45 3.56
41． 学生がうまくいかなかった時，そのことを学生自身が認めること
ができるように働きかけている 3.33 3.45 3.58
42．学生の受持ち患者様と，その患者様へのケアに関心を示している 3.50 3.86 4.03
43． 学生が学習目標を達成するために，適切な経験ができるように援
助している 3.83 3.81 3.91
学生への理解 44.67 45.66 47.42
 4．学生に対し（裏表なく）率直である 3.33 3.95 4.12
 9．学生に対し思いやりのある姿勢でかかわっている 4.00 4.01 4.17
10．学生がうまくやれた時には，そのことを伝えている 4.33 4.12 4.37
11．学生が緊張している時には，リラックスさせるようにしている 4.33 4.00 4.20
13．学生同士で自由な討論ができるようにしている 3.33 3.47 3.55
17．学生が気軽に質問できるような雰囲気を作っている 3.17 3.76 3.78
22．学生に対する要求は，学生のレベルで無理のない要求である 4.00 3.81 3.92
26．学生一人一人と良い人間関係をとるようにしている 3.83 3.68 3.92
28．物事に対して柔軟に対応している 3.83 3.78 3.92
34．学生の言うことを受け止めている
4.00 3.81 4.07 0.043 
39．指導の方法は統一している 3.50 3.54 3.57
40．学生に対し忍耐強い態度で接している
3.00 3.73 3.91 0.024 
要素外の項目
15.33 18.41 19.14 0.015 
 1．学生に実習する上での情報を提供している 3.50 3.82 4.02
 3．グループカンファレンスや計画発表に適切な助言をしている
2.50 3.59 3.80 0.005 
41．実習の展開過程において，適切なアドバイスをしている
2.67 3.59 3.73 0.047 
29．患者と良い人間関係をとっている 4.17 3.93 4.13
32．担当教員と良い人間関係を保っている 2.50 3.46 3.53
＊ P＜0.05　＊＊P＜0.01　＊＊＊P＜0.001
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